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要 旨

（簡 潔 に）

感染症サーベイランスシステムから出力した令和２年１月１日から
令和６年６月30日までの東部保健所管内の結核新登録患者及び潜在性
結核感染症184名及び静岡県（以下、県と略す）の同952名を対象に性
別、登録時年齢、国籍、職業、発見の経緯等の比較分析を行った。そ
の結果、年齢では県よりも29歳以下の若年層(以下、若年層と略す)の
発生は少なく、50歳代・70歳以上の発生が多い傾向が見られた。一
方、職業では医療職・介護者の割合が県と比較して高かった。また、
健康診断での発見よりも、有症状にて医療機関受診で発見される割合
が高く、初診時の排菌量が県と比較して高い傾向にあった。さらに、
この期間の若年層19名を抽出したところ半数が日本人で、コッホ現象
を除く全員が医療職・介護職者であり、残りの半数は外国人であっ
た。管内外国人人口の推移をみると、特に東南アジア諸国の増加が著
しい状況だった。
これらのことから、当所では１.医療職･介護職者に対する罹患防止

の対策、２.中高齢者に対する普及啓発、３.医療機関・施設に対する
早期発見の重要性の周知、４.外国人へのきめ細やかな対応が必要で
あることが示唆された。


